
（別紙様式３）

農業農村整備事業等事後評価地区別結果書

局 名 関 東 農 政 局

か け が わ し

都道府県名 静岡県 関係市町村名 掛川市

事 業 名 畑地帯開発整備事業 地 区 名 東山口
ひがしやまぐち

事業主体名 静岡県 事業完了年度 平成17年度

〔事業内容〕
事業目的： 本地区は、狭い谷の平地に水田、周辺傾斜地に茶園が点在している状況で、お茶

と水稲を基幹作物としているが、茶園は傾斜が大きく、水田は、農道、排水路等
の基盤整備が行われていない状況であった。
このため、茶園を造成し、周辺の水田も併せて区画整理を行い、農業生産力の向上
や効率的かつ安定的な農業経営の実現を図る。

受益面積：88ha
受益戸数：250戸
主要工事：農地造成62.6ha、区画整理工25.7ha、農道工13.6km、排水路工6.2km、用水路工

5.8km、調整池工9箇所
総事業費：4,180百万円
工 期：平成２年度～平成17年度（計画変更 平成12年度）

〔項 目〕
ア 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

１ 農作物の生産量の増加
・ 農地造成及び区画整理を行ったことにより茶の作付面積が増加するとともに、水田では

用排水分離により収量が増加し、生産性が向上した。
〔作付面積の変化〕 （評価時点資料:地元聞き取り)

(平成元年)
水稲： 33.0ha (事業実施前) → 14.5ha (計画) → 14.5ha (評価時点)
茶 ： 10.8ha (事業実施前) → 42.3ha (計画) → 52.5ha (評価時点)
大豆： 28.3ha (事業実施前) → 9.6ha (計画) → 9.6ha (評価時点)

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ： 0 (事業実施前) → 21.5ha (計画) → 11.5ha (評価時点)

〔単収の変化〕
(平成元年)

水稲： 509kg/10a(事業実施前)→ 524kg/10a (計画)→ 524kg/10a(評価時点)
茶 ：1,727kg/10a(事業実施前)→ 1,727kg/10a (計画)→ 1,727kg/10a(評価時点)
大豆： 101kg/10a(事業実施前)→ 101kg/10a (計画) → 101kg/10a(評価時点)

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ：1,438kg/10a(事業実施前)→ 1,438Kg/10a (計画) →1,438kg/10a(評価時点)
※評価時点については、平成22年のデータを用いている。

２ 営農経費の節減
・ 農地造成及び区画整理を行ったことにより、大型機械の導入が可能となり営農作業が大

幅に省力化した。
・ 水稲では田植え作業時間が約５分の１、刈取・脱穀作業時間が約９分の１になった。
・ 可搬式茶刈機等から乗用茶刈機などの利用が可能となり、茶では整枝の作業時間が約19

分の１、摘採作業時間が約８分の１になった。
〔労働時間の変化〕 （評価時点資料:地元聞き取り)

(平成元年)
水稲：1051.5時間/ha(事業実施前)→143時間/ha(計画)→143時間/ha(評価時点)
茶 ： 914 時間/ha(事業実施前)→243時間/ha(計画)→243時間/ha(評価時点)

※評価時点については、平成22年のデータを使用している。
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イ 事業効果の発現状況（費用対効果分析の結果を含む ）。
１ 事業の目的に関する事項と目指す成果の確認

・ 本地区は狭小で不整形な区画の茶園が点在していたが、農地造成及び区画整理等の整備
を行ったことにより、規模の拡大と大型機械の導入による効率化が図られた。

・ 新たに造成された農地により、お茶の品種として、早生及びやや早生品種の｢さやまか
おり｣、｢山の息吹｣、｢つゆひかり｣などを差別化して栽培・製品することが出来るように
なった。なお、平成20年度の県の品種別品評会で「山の息吹」が最優秀賞を受賞するなど
品質の評価は高いものとなっている。

参考「東山口村(旧市町村名)」２ha以上の経営体数
平成12年度 14名 → 平成17年度 19名（資料：農林業センサス）

２ 土地改良長期計画における施策と目指す成果の確認
〔基盤となる産地の生産力の強化（88.3ha)〕
・ 農地造成や区画整理の実施により、規模拡大や大型機械の導入により効率的な営農が可

能となった。

３ その他
・ 東山口地区の担い手農家数は42戸を確認しており、事業前後を比べると経営農地面積は

11.4ha増加している。なお、42戸の内15戸の農家が事業完了後、新たに規模拡大を行って
いる。

〔東山口地区担い手農家の経営農地面積〕 （資料:静岡県提供）
平成17年度以前 14.8ha → 平成17～22年度 26.2ha

・ 本事業の効果について受益者へのアンケート調査を実施した結果、主な設問に対する回
答は次のとおりであった。

設問「農地造成をしたことによる変化について(複数回答可)」
回答 機械作業の効率がよくなった 39人

大型機械の導入ができた 27人
農作物の品質が向上した 7人 等

（資料；東山口地区の効果を検証するアンケート(調査数100人)）

４ 費用対効果分析の算定結果
総便益（B） 4,796百万円
総費用（C） 4,395百万円
総費用総便益比（B／C） 1.09

(注)総費用総便益比方式により算定。

ウ 事業により整備された施設の管理状況
・ 用水路は水利組合、排水路、農道、調整池は掛川市が管理者となっている。
・ 実態は、用排水路、農道、調整池については、東山口造成農地保存会が維持管理(年１～

３回の草刈り等)を実施している。

エ 事業実施による環境の変化
１ 生活環境

・ 本事業により農道が整備され利便性が向上した（地域聞き取りによる 。）

２ 農業生産環境
・ 事業実施により営農環境が改善され、受益者アンケートでは７割以上の受益者が効率的

な農業が営まれるようになったと回答している。農産物の多くは、平成17年4月に開駅し
た「道の駅掛川」にある地場産品販売所や食堂へ出荷し、生産・販売意欲増進の一役を
担っている。平成21年度の販売額は約5.4億円を誇り、平成22年度は6.1億円と大盛況で
ある。

・ 事業実施を契機に、農事組合法人「東山口総合製茶」が平成4年に設立され、共同製茶
工場を建設した。また、同法人の経営面積も32haから現在では43haに拡大し効率的経営が
行われている。

オ 社会経済情勢の変化
１ 社会情勢の変化（資料：掛川市統計書）

・ 平成17年4月1日、掛川市と大東町と大須賀町の１市２町が合併し、現在の掛川市が誕生
し面積は265.63km2となっている。

・ 人口は平成元年4月1日時点で97,718人(掛川市、大東町、大須賀町)であり、平成21年4
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月1日現在119,933人となっており、22,215人増加している。
・ 平成17年度における就業人口構成比は第１次産業が9.4％（県平均4.9％ 、第２次産業）

が41.5％（県平均34.5％）で第１次・第２次産業が盛んな地域である。

２ 地域農業の動向
・ 掛川市の農家戸数としては平成2年度時点(1990年ｾﾝｻｽ 掛川市、大東町、大須賀町)では

6,041戸であり、平成17年度時点(2005年ｾﾝｻｽ 掛川市、大東町、大須賀町)には4,451戸と
なっている。

・ 掛川市の農業産出額県内順位は、浜松市、静岡市についで第３位となっている。
・ 掛川市では高級茶産地としてブランド力を高めるため、戦略商品となる「天葉（あま

ね 」を売り出し始めた。地元でも認定されるように品質向上を図っている。）
東山口地区においても認定農業者を中心に「つゆひかり」の栽培に取り組んでおり、生

産・販売体制の整備を推進している。
※天葉（あまね）とは 「つゆひかり」などを掛川茶ブランド委員会が指定した掛川茶、

の最高級ブランド名である。

カ 今後の課題等
・ 農業従事者の高齢化が進み、後継者が決まっていない農家が約7割を占めているため、今

後は農地集積を図り、担い手への経営基盤の体制づくりが必要である。
・ また、地域の農業者・農協・行政が一体となり、掛川茶等の農産物を中心に、特色ある地

域農業の振興を図る必要がある。

事 後 評 価 結 果 ・ 農地造成により、可搬式茶刈機等から乗用茶刈機、乗用防除機の
共同利用が可能となり効率的な経営が行えるようになり、間接的に
茶の品質向上が図られ、掛川茶の最高級ブランド「天葉(あまね)」
の誕生の一助となった。

・ 水田については、区画整理、農道、用排水路が整備されたこと
で、農地の区画形状の改善が図られ、機械化が進み受益者の生産性
向上が図られた。

第 三 者 の 意 見 ・ 事業実施により、茶園の造成とともに大型農業機械の導入も可能
となり単収増加と労働時間が軽減され、生産者の生産意欲も高まっ
ている。

・ 今後は、ブランド化された掛川茶等を中心に、地域が一体となっ
た特色ある地域農業の振興を図るとともに、農地集積を進めること
が望まれる。
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畑地帯開発整備事業 東山口地区 位置図 
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※総費用総便益方式の場合

費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畑地帯開発整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 東山口

１．総費用総便益比の算定
（単位：千円）

区分 算定式 数値 備考

総費用（現在価値化） ①＝②＋③ 4,394,962

当該事業による費用 ② 4,180,898

その他費用 ③ 214,064 関連事業費＋資産価額＋再整備費

評価期間 ④ 47 当該事業の工事期間＋40年

総便益額（現在価値化） ⑤ 4,795,503

総費用総便益比 ⑥＝⑤÷① 1.09

２．年効果額の総括
（単位：千円）

効果項目 年効果額 効果の要因

作物生産効果 本事業を実施した場合と実施しなかった場合で
120,179 の農産物生産量が増減する効果

営農経費節減効果 本事業の整備を実施した場合と実施しなかった
37,565 場合での営農経費が増減する効果

維持管理費節減効果 本事業の整備を実施した場合と実施しなかった
-394 場合での維持管理費が増減する効果

耕作放棄地防止効果 2,059 本事業の整備に伴い、耕作放棄の発生が防止さ
れ、これにより作物生産や多面的機能が維持さ
れる効果

地積確定効果 2,212 本事業の実施により、区画の整形や確定測量が
行われることで地積が明確になる効果

計 161,621
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３．評価に使用した資料

【共通】
・農林水産省農村振興局企画部土地改良企画課・事業計画課（監修 （平成19年 「新たな土地改良） ）

の効果算定マニュアル」大成出版社

【費用】
・当該事業費及び関連事業費に係る一般に公表されていない諸元については、静岡県交通基盤部農

地整備課調べ（平成22年）

【便益】
・静岡県（平成23年3月 「平成22年静岡県事後評価東山口地区経済効果資料」）
・東山口地区土地改良事業計画書
・関東農政局静岡農政事務所「静岡農林水産統計年報（農林編 」）
・農林水産省大臣官房統計部（平成17年 「農林業センサス」）
・土地改良事業の費用対効果分析に必要な諸係数について（平成19年３月28日農林水産省農村振興

局企画部長通知（一部改正：平成22年３月31日農林水産省農村振興局整備部長通知 ））
・効果算定に必要な各種諸元は、静岡県交通基盤部農地整備課調べ（平成23年）
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